
皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜わり、誠にありがとうございます。 

 

（2019 年度の経営成績） 

経常利益は 216 億円、親会社株主に帰属する当期純利益は 145 億円計上

することができました。 

この間の株主の皆さまならびにお取引先の皆さまのご支援に厚くお礼申し上げま

す。 

（今後の業務運営） 

長期金利が低位で推移する中、当金庫をはじめとする国内金融機関の収益には

下押し圧力がかかっており、その中でも安定的な収益を確保していくためには、中期

経営計画の基礎となる取引先中小企業との対話を通じた課題・ニーズの共有及び

踏み込んだ支援に伴う付加価値の高いソリューションの提供を一層加速化させていく

必要があります。 

そのため、取引先中小企業から課題や悩みを相談していただけるリレーションの構

築、課題や悩みの背景や本質を理解するための事業性評価力の強化、課題解決

に繋がるソリューション提供の高度化を着実に進めてまいります。 

当金庫の貸出先の大部分は外部環境の影響を受けやすい中小企業であり、人

手不足等の構造的問題に加えて、足下で新型コロナウイルス感染症の影響が中小

企業へ拡大してきているため、取引先中小企業の資金繰り支援に万全を期してまい

ります。特に、当面は、コロナウイルス感染症の影響の大きさに鑑み、危機対応業務

の指定金融機関として、危機対応業務に係る不正行為事案等の反省を踏まえ、

制度を的確に運用しつつ、影響を受けられた中小企業の皆さまに懇切・丁寧かつ個

別の実情に応じた迅速な対応を行ってまいります。 

あわせて、伴走型の支援体制の強化や予兆管理の高度化を進めることにより、早

期の段階で外部環境からの影響を把握し、適切な対処法のアドバイスやソリューショ

ンの提供を行っていく必要があります。財務や収支に課題を有し、事業再生や経営

改善を必要とするに至った取引先中小企業に対しては、地域の金融機関と協調し、

当金庫の特性を活かしたソリューションも活用しながら、中長期的な目線を持って地

域経済を支える中小企業の経営改善等をサポートしてまいります。 

 

皆さまのこれまでの格別のお引き立てに感謝申し上げるとともに、引き続き力強いご

支援を賜りますようお願い申し上げます。 


